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当研究センターが「西日本農業研究センター」
の名称になり、生産現場が直面する課題を解決
するためのフロントラインと位置づけられ、間
もなく２年になろうとしています。私は現在、
農業機械、作業技術分野の研究者として、中課
題「中山間地域における広域水田営農システム
の実現に向けた技術体系の確立」を担当してい
ます。中課題の目的は、中山間水田の持続的利
用と収益性向上のため、①地域に適した野菜生
産技術、②野菜導入を可能とするムギ・ダイズ・
イネの省力・安定多収生産技術、③省力畦畔管
理技術、④広域分散水田の効率的作業管理技術
を開発し、現地実証試験を推進して技術体系を
確立することです。ここでは、多くの分野で実
用化されているロボット、ICT、IoT（モノのイ
ンターネット）、ビッグデータ、人工知能（AI）
などの先端技術を活用し、超省力化や高品質生
産を可能とする新たな「スマート農業」と、農
地の荒廃や担い手の急激な減少・高齢化などの
問題に直面している「中山間地域農業」の今後
について考えていることの一部を述べます。

農林水産省が2013年11月に立ち上げた「ス
マート農業の実現に向けた研究会」において、
2014年３月にスマート農業の将来像が、次の5
つの方向性に整理されました。①超省力・大規
模生産を実現、②作物の能力を最大限に発揮、
③きつい作業、危険な作業から解放、④誰もが
取り組みやすい農業を実現、⑤消費者・実需者
に安心と信頼を提供。これらは、圃場が小区画・
分散・多筆などの条件不利な中山間地域農業の
課題解決の手段になり得ると考えています。当
研究センターにおいても、たとえば水田作では
畦畔法面用草刈りロボット、ICTやドローンを
活用した雑草や病害の省力適期防除技術の開発

などに取り組んでいます。
ところで、農林水産省中国四国農政局が2016

年12月に行った中国・四国地域の農業者モニター
への「スマート農業意識・意向調査」で興味深い
結果が示されています。アンケート対象者の多く
が60歳以上の個人経営体が占めていましたが、ス
マート農業を知っているのは全体の1/4以下で、
８割以上が導入は考えていないと回答しました。
また、問題点としては費用がかかること、身近に精
通者がいないことがあげられており、早急に農業
者と研究・普及・行政の各組織、消費者の相互理
解とマッチングを図る必要があることを示してい
ます。そのためには、研究者はもちろん農業者に
至るまでの中山間地域農業への理解、スマート
農業に精通する人材の確保、育成が欠かせません。

一方、関心のある技術としては、①畦畔や法
面の草刈りロボット、②圃場ごとの水管理の自
動化、③アシストスーツなどによる農作業の軽
労化、④圃場ごとの生産データを基にした営農
管理などがあげられていました。これらの回答
はアンケート対象者の過半数には達していませ
んが、当該地域の研究機関や民間における取り
組みへの関心の高さが伺えます。さらに、西日
本農研で実施したアドバイザリーボードや生産
者や普及員から直接聞く要望も含め、各作物の
防除や除草、収穫作業の効率化、農業者の経験
や勘のデータ化・継承、生産データの見える化
などに大きな期待が寄せられています。

中山間地域におけるスマート農業の推進に必
要な視点として、農業者の継続的な地域への参
入・定着のため、ロボットによる各農作業の無
人化を目指すのではなく、安全性を向上しつつ
ロボットと人が協力・連携して作業する方向で
作業体系を開発することがあげられます。また、
圃場が小区画・分散・多筆の不利な条件をプラス
にとらえ、多くの品目を組み合わせた複合生産
技術の開発やマーケティング戦略にICT、ビッ
グデータやAIの活用が期待されます。

スマート農業をはじめとする地域の各産業の
取り組みを連携させ、さらに生物多様性、国土
保全機能など生態系サービスを加味し、地域全
体を複合的に結びつけることが重要と考えます。
中山間地域の持続的発展のためには、研究から
生産現場まで、これまでの生産や農業経営の経
験を生かしつつ、発想の幅を広げて取り組むこ
とが大切だと思います。皆様のご要望、ご意見
をぜひお聞かせください。
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の

傾斜地園芸研究領域
カンキツ生産グループ　

〈メンバー〉
喜多正幸（グループ長）

齋藤仁藏、國賀 武
星 典宏、花野義雄

マルドリ方式栽培で美味しさ丸取り!!

【 カンキツ生産グループの役割 】
昔から「干ばつの年は甘いみかんができる」と言わ

れていました。これは、みかんは梅雨時の雨を吸い、
夏場から収穫期は乾燥した方が果実に糖が十分蓄積さ
れるためです。つまりみかんの樹は「水はけが良くて
日当たりが良い場所」を好みます。そのため、瀬戸内
を中心とした傾斜地にみかん畑が広がっているのです。
しかし傾斜地での栽培管理作業は負担が大きく、また

「天候七分、手間三分」と言われるようにお天気次第で
豊作・不作となるようでは生産者の生活も安定しませ
ん。そして、最近は高品質な果実を高単価で販売する「ブ
ランド果実」が増えています。ブランド果実化は産地
の知名度向上とともに、生産者の収益が確保されるこ
とから、産地が積極的に取り組んでいます。このよう
な状況を背景に、カンキツ生産グループは高品質果実
の連年安定生産を実現する技術開発を進めています。

【 マルドリ方式栽培によるカンキツ生産 】
マルドリ方式栽培の「マルドリ」とは、「マルチ」+「ド

リップ」の略です。マルチ（透湿性シート）で地表面
を覆って雨水の浸入を抑制します。生育に必要な水分
はドリップ（点滴かん水）により与え、樹の水分状態
を適切に管理して、果実糖度や肥大を制御し、高品質
果実の生産を達成します。点滴かん水と同時に液体肥
料（液肥）による施肥で、施肥作業の軽減、効率的な
施肥による施肥量の削減が可能です。また、液肥の利
用により肥料成分をより確実に樹に吸収させることが
できるため、樹勢の向上や収穫後の樹勢回復に高い効
果があることが認められています。マルチは土壌への
水分浸入を抑制すると同時に、太陽光を反射すること
で樹冠内部の光環境を改善し、着色を促進させる効果
を持ちます。

マルドリ方式栽培では、まず設備の敷設、次に園地・
品種に応じた栽培技術（かん水管理技術）の確立によ
る連年安定生産、そしてシステム（設備）の持続的運
用により生産体系が構築されます。この設営ー栽培ー
安定生産ー持続的運用の一貫した流れの中で、設営に

ついて、農業工学分野の研究員が施工方法や部材の統
一・集団施工を基本とした「生産者参加型技術導入手
法」の構築、栽培について園芸学・土壌肥料学分野の
研究員が糖蓄積・減酸促進と果実肥大を制御可能とす
るための養水分管理技術の開発を進めています。また、
農業経営学分野の研究員が設備投資や運用の低コスト
化を可能とするために、マルドリ方式栽培を集団で導
入・利用する「団地型マルドリ方式」に対応した導入
手法の策定を担当しています。このように高品質果実
安定生産技術について、シームレスで研究開発から社
会実装までサポートしています。

【 生産者ニーズに基づく研究開発 】
マルドリ方式栽培の大きな課題として、導入時・運

用時のコスト低減が挙げられます。特に設備設置時や
数年に一度の張替えを必要とするマルチについては、
生産者から「耐久性・抑草性に優れ安価なものが欲しい」
と求められていました。このような生産者ニーズに基
づいた研究を民間企業と進め、「白黒マルチシート※」
を2016年4月に市販化しました。

みかんは最近の10年間
だけでも生産量が1割程度

（約10万トン）減少してい
ます。一方、卸売価格や1
世帯あたりの支出金額は
増加しています。これは消
費動向が「高くても美味
しいもの」を求める方向に
シフトしたことを表してい
ます。当グループでは、マ
ルドリ方式栽培技術に限らず、「カンキツ栽培が競争力
を持つ産業として生き残るために必要な技術は何か？」
を生産者・消費者の方々とともに考え、ニーズに基づ
いた研究開発を今後も進めていきます。

1
グループ

※ http://www.naro.affrc.go.jp/publicity_report/pub2016_
　 or_later/pamphlet/tech-pamph/076070.html
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西日本向きの高アミロース水稲新品種 「ふくのこ」
～米粉麺など新規需要の開拓に期待～

◉ はじめに
一人当たりの米の年間消費量は、50年前と比較して、

約半分程度の57kgにまで減少しており、米離れが深刻
化しています。そこで、新規用途を開発し、水田を有
効活用することが必要となっており、飼料用や米粉用
品種の作付けや利用が広がっています。これを受け、
このたび西日本向けの米粉用品種「ふくのこ」を育成
しました。
◉ 高アミロース米は米粉麺に適する
「ふくのこ」が一般の品種と大きく異なる点は、お米の
アミロース含有率が高いことです。アミロースとは、ア
ミロペクチンと共にデンプンを構成する成分で、アミ
ロース含有率が高いほど、炊飯米の粘りは弱くなります。
一般の品種では18％ほどですが、「ふくのこ」には28％
程度含まれており、炊飯米の粘りが弱く、冷めるとポロ
ポロとした食感になります。この特徴によって、米粉麺
にしたときに麺同士がくっつかず、製麺に適するのです。
◉ 西日本向けの高アミロース品種を育成

実は、当研究センターの前身の中国農業試験場では、
30年前に「ホシユタカ」という高アミロース品種を育
成していました。ところが、籾が脱落しやすい特徴（脱
粒性）を有していて収穫ロスがあること、また粒が細
長い（写真１）ため、精米の際に砕けやすいなどの欠
点があり、西日本で栽培しやすい高アミロース品種の
育成が求められていました。そこで、「ホシユタカ」の
子で高アミロースの「こしのめんじまん」（新潟県育成）
と、多収で関東以西で多く発生する縞葉枯病への抵抗
性を持つ「関東229号」（農研機構育成）を2006年に

交配して育成を開始し、2016年に「ふくのこ」として
品種登録出願しました。
「ふくのこ」の主要特性は表の通りです。出穂期は西日
本で広く栽培されている「ヒノヒカリ」とほぼ同じで、収
量は「ヒノヒカリ」や「きぬむすめ」より多いです。粒形
は「ヒノヒカリ」とほぼ同じです（写真１）。耐倒伏性は
強く、いもち病や縞葉枯病にも強い特長があります。た
だし、穂発芽しやすいので、刈り遅れに注意が必要です。

◉ コシのある麺でメニューも豊富
「ふくのこ」の様な高アミロース米を使用すれば、米
粉のみで米粉麺を製造することが可能で、製品化もさ
れています。コシのある麺で、ベトナム料理のフォー（写
真２）をはじめ、つけ麺やサラダ麺などにも合い、メ
ニューの幅が広がります。「ふくのこ」をはじめとした
米粉用品種の普及が進むことで米粉製品が身近となり、
皆さんの食卓を豊かに彩ることを期待しています。

写真 2　「ふくのこ」で
製造した米粉麺のフォー

（写真提供　特定非営利
活 動 法 人桃 太 郎 ハンズ
チャレンジ事業部）

写真 1　籾と玄米
（左から、ふくのこ、
ヒノヒカリ、ホシユタカ）

水田作研究領域

重宗明子
1
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現地ホウレンソウ農家で
カラシナ鋤

す き

込み生物的土壌消毒を試してみた

◉ 土壌伝染性病害を防除する方法
土壌伝染性病害は、土の中にいる病原菌によって引

き起こされる病気です。苗や芽生えの時期に枯れる、
収穫直前に萎

しお

れる、などの被害がありますが、原因と
なる病原菌の有無や、どの程度いるのかを調べること
は難しく、農家では予防のためにくん蒸タイプの農薬
による土壌消毒を行っています。

農薬による消毒は効果が高いのですが、病原菌以外
の微生物群も殺してしまいます。そこに病原菌が侵入
すると一気に病原菌がまん延し、病害が多発します。
そこで、病原菌が多少残っても土壌中の微生物生態
系をある程度保存できる土壌消毒技術が求められま
した。
◉ カラシナを利用した生物的土壌消毒技術の開発

微生物生態系を保存できる土壌消毒技術として、真
夏の太陽熱消毒、蒸気や熱水を用いる消毒、分解しや
すい有機物と水を土に混ぜて被覆し、低酸素状態を利
用する土壌還元消毒などが開発されました。

当研究センターでは、この土壌還元消毒の時に混ぜ
込む有機質をアブラナ科の植物に変え、辛み成分によ
る追加効果を狙ったカラシナ鋤込み生物的土壌消毒法
を開発しました。この方法で通常の土壌還元消毒とほ
ぼ同じ病害防除効果が得られることは、プランターや
所内のビニールハウスで確認できました。次の段階と
して、農家が実際にやってみることが必要です。
◉ ブランド化ホウレンソウの夏作安定化を目指す

当研究センター綾部研究拠点のある京都府北部は、
京阪神の大消費地に近く、農産物のブランド化を推し
進めています。京丹波町の「みずほのホウレンソウ」
はブランド化に成功した例で、主に京都市内に出荷し、
他の産地より高い値段で取引されています。ブランド
化には年間を通して一定数量以上の出荷量が必要です
が、ホウレンソウは高温多湿条件に弱く、特にホウレ
ンソウ萎

いちょう

凋病は夏作の大きな出荷阻害要因になってい
ます。多くのホウレンソウ生産農家は、盛夏期に太陽
熱消毒を行うことで初秋以降の栽培に備えますが、ブ

ランド維持のためには、盛夏期にも一定量は栽培・出
荷できるようにしておかなければなりません。何より
盛夏期のホウレンソウは高価格で売れます。このため、
一部の農家は太陽熱消毒を梅雨時期に前倒しして盛夏
期の作付けを行っていましたが、温度不足で効果が十
分ではないこともありました。

カラシナ鋤込み生物的土壌消毒法は、通常の土壌還
元消毒同様、太陽熱消毒に比べて涼しくても効果が期
待できます。この点をアピールし「みずほのホウレン
ソウ」生産農家の方に協力いただけることになりまし
た。
◉ 現地での試験は成功するか

生産農家ハウスでのカラシナ鋤込み生物的土壌消毒
の実証試験は2013年から開始しました。あくまでも「試
験」ですので、無処理区＝病害が発生する区を残さな
ければなりませんし、従来の太陽熱消毒とも比較検討
するため、防除効果が不十分な区も生じます。今回協
力して下さった農家は、このような条件を了承して下
さり、実証試験に必要な試験区を作ることができました。

春にカラシナを播種し、梅雨時に消毒処理を行った
直後の夏作で、無処理区は萎凋病多発のためほぼ収穫
できなかったのに対し、カラシナ鋤込み生物的土壌消
毒区は高い防除効果を発揮しました。地域推奨の石灰
窒素を加えた太陽熱消毒区に比べても有効性は明らか
で、試験区の面積あたりの出荷量は篤

とく

農家レベルにな
りました。2年目以降も同様の結果が得られ、これは
使えると確信しました。
◉ 現地農家でやってみないと分からないこと

この技術では、鋤込み用のカラシナを春作の時期に
作るため、一作分の収入がなくなります。夏作が安定
することでこの減収分を上回る収益があるのですが、
これに加えて、春作をスキップすることで、稲作や露
地野菜の作業がスムーズに行えて、全体に農作業が楽
になったそうです。これは、現地でやってみるまで全
く考えていなかったメリットで、技術の普及には現地
試験が欠かせないことを改めて実感しました。

作物開発利用研究領域

伊藤陽子
2
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ト ピ ク スッ

◉ 農地、集落、地域を次の世代へ
ここで紹介した法人は、それぞれ明確な経営戦略を

持ち、作付品目や栽培方法、販売方法を選択し、独自
の商品開発を実践するなどの優れた経営を実現されて
います。同時に、地域の中核を担う立場から、現在だ
けでなく、５年先10年先を考えた時、土台となる農地
と集落そして地域をいかに存続させて次の世代へ継承
するかに心を砕かれています。

新たな担い手をいかに獲得するか。その解決策とし
て、①優良な農地を荒らさない。そして景観を守る。
集落内をきれいに保つ。②集落営農を法人化して若手
の受け皿を用意する。③地域でできること、役立つも
のを見つけて魅力を生みだす。そうすれば人が集まり
担い手が育つ。こうした提言も頂いています。
◉ 生産現場が直面する課題

技術的課題としては、「水稲以外の作物を水田で栽培
する場合、湿害が問題となる事例が多く発生してい
る。」、「畦畔率の高い中山間地域では、あと５年もする
と畦畔管理のコストが営農上の大きな障害になると身
を持って感じている。」といった排水対策や畦畔管理そ
して鳥獣害対策に関する強い要望を頂いています。

また技術開発に取り組む上で、「現場はお金をかける
価値があるか、無駄を省けるかといった経営判断をも
とに技術を評価する。」、「現場に即導入できるように経
営的なコストを考えて研究を進めてもらいたい。」との
意見を頂いています。

当研究センターとの「橋渡し役」として、現場へ出
向くニーズ収集活動を引き続き行っています。ぜひお
声がけいただき、現場の声をお聞かせください。

連絡先: okm@aff rc.go.jp
（農業技術コミュニケーター　岡本 毅）

生産現場で役立つ技術を開発するには、解決すべき
問題が何であるかを背景まで掘り下げ、現場ニーズと
して把握することがその出発点になります。ここでは、
西日本の中山間地域で先進的な経営を実践する農業者
を訪問し、お伺いした話をもとに生産現場の現状を報
告します。
◉ 地域を支える農業者の声

土作りを重ね、酒米を柱にブランド農産物を生産す
る鳥取県八頭町の農業法人を７月に訪問しました。「近
隣から頼まれて引き受けるうちに、100ヘクタールを
超える農地を管理するようになった。まわりを見渡す
と70代の農業者が多く、今後も受託面積の増加が避け
がたい。農地を引き受けるにしても、活用できる体制
をどう整えていくかについて、いま考えている。」とい
う話を聞きました。

８月に訪問した広島県北広島町の農事組合法人では、
「販路を独自に開拓し、稲作を柱としつつ、高冷地の利
を生かした夏場のキャベツ、トマト、パプリカ生産に取
り組むなどの工夫で今は何とかやれている。しかし法人
を立上げ20年が経過し組合員の３分の２は引退した。
残る３分の１で45ヘクタールを管理しているが、これ以
上の農地は引き受けられない。」という現状を伺いました。

10月には有機野菜を全国の大手小売りへ出荷する島
根県浜田市の農業法人を訪問しました。お困りごとは
と尋ねたところ、間髪を入れず「人がいないことだ」
という答えが返ってきました。「販売面は順調で規模を
拡大したい。しかし手間のかかる出荷時の選別や袋詰
め作業を頼もうにも、そもそも近くに人がいない。」と
いうお話でした。

1 農と食の生産現場から
～現場ニーズの背景にあるもの～

鳥取県八頭町

島根県浜田市
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参加者アンケートには、「ネギの種類の多さに驚きま
した。また、飲物、大豆を原料としたケーキなどが用
意されていて、なごやかな感じで講演が聞けて楽しかっ
た で す 」、「 品 種 開 発 は 根 気 の い る 仕 事 で す ね 」、

「Scientific（科学的）な話を聞く機会がないので興味深
い」、など好評な感想が多く寄せられ、今回のサイエン
スカフェも充実した時間となりました。

（総務部四国企画管理室）

平成29年９月９日（土）に四国研究拠点（香川県善
通寺市）において、「食と農のサイエンスカフェ in 四
国」を開催しました。　　　

今回は、作物開発利用研究領域から畑作物育種グルー
プの山下上級研究員が「ネギとダイズの魅力ある品種
育成」についての話題を提供し、話し手と参加者がと
もに考えながら理解を深めようとする時間が持たれま
した。

話は、ネギとダイズについて農研機構が育成した品
種の紹介のほか、"おいしい"、"使いやすい"、"病気や
虫の害に強く作りやすい"など、消費者や生産者が望む
性質を持った新しい品種が出来上がるまでに行われる、
遺伝学的研究について解説も交えながら進められまし
た。中には、雄性不稔性やDNAマーカーなど少し難し
い内容もありましたが、一心に聞き入り、積極的に“常
日頃考えていること”や“わからないこと”を発言す
る参加者の姿が印象に残りました。　　　　　　　　　　

2 第９回食と農のサイエンスカフェ in 四国を開催しました

を改善する、ナノファイバーを利用した多層断熱被覆
資材を、園芸作物の生産現場に広く取り入れ易い技術
として紹介しました。

会場では、生産、普及、実需に関わる来場者から熱
心な質問・要望が届き、各技術のさらなる普及拡大が
期待されます。

　　　　　　　　　　　　（企画部産学連携室）

平成29年10月４日から６日にかけて東京ビッグサイ
トで開催された、アグリビジネス創出フェア2017に『高
品質で低コストな畜産飼料生産をサポートする品種と
技術』、『園芸作物の生育環境を制御する低コスト・省エ
ネ技術』の２つのテーマで出展しました。
『高品質で低コストな畜産飼料生産をサポートする品
種と技術』では、農研機構畜産研究部門と合同で、①
イネWCS（発酵粗飼料）専用品種の ｢たちすずか｣ と

「つきすずか」、②微細断しながら収穫してコンパクト
に輸送できる収穫・調製体系、③新開発の乳酸菌「畜
草２号」を紹介し、さらに、これらの品種・技術をセッ
トで導入することで、非常に低コストで高品質なサイ
レージが製造できることを紹介しました。
『園芸作物の生育環境を制御する低コスト・省エネ技
術』では、①太陽光反射率の高い防草性に優れた白黒
マルチシート、②建設足場用のパイプで作る低コスト
で丈夫な園芸ハウス、③温室の冬の省エネ・夏の環境

3 アグリビジネス創出フェア2017へ出展しました

会場の様子

閉会後も熱心に
質問する参加者

会場の様子
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3 ）話題提供 
「公設試、普及組織、農研機構の連携による研究の方
向性～10年後を見すえた営農モデル～」をテーマに、
まず当研究センターの千田農業経営グループ長から「水
田作」について、次に中央農業研究センターの高橋主
席研究員から「野菜作」について、それぞれ事例紹介、
現況と課題、将来像とモデルの提示、技術的な課題な
どを中心に講演され、これらをもとに目指すべき営農
システムなどについて議論されました。
4 ）その他 

平成28年度に発足した「中山間営農システム研究
ネットワーク」の活動、平成29年度から「近畿中国四
国農業研究」の後継誌として当研究センターが発行す
ることとなった「新近畿中国四国農業研究」について
説明されました。いずれも産学連携室が事務局を務め
ています。

以上の活動
についてご不
明点・ご意見
をぜひお寄せ
下さい。　　　　　　　　

（企画部
産学連携室） 

平成29 年８月７日（月）、福山市生涯学習プラザに
おいて、近畿中国四国地域の農業試験研究に関する全
体戦略を議論する推進会議本会議が開催されました。
概要は以下のとおりです。
1 ）平成29年度「技術的課題」「最新農業技術・品種
2018」候補の検討

全部で11の推進部会で平成28年度に提案された技術
的課題・プロジェクト素材（計30課題）、「最新農業技術・
品種2018 」候補（計13課題）が承認されました。こ
れらは10月26・27日に開催された中国四国農政局およ
び近畿農政局が主催する地域研究・普及連絡会議にお
いても、農林水産省に上げることが承認されました。
今後農林水産省で最終的に承認されれば、ホームペー
ジなどで公開されます。
2 ）平成28年度西日本農業研究センターアドバイザ
リーボード等で収集した現場ニーズについて

平成28年度より当研究センターでは、現場ニーズに
対応した研究を行えるよう、生産者などからニーズを
収集する会議「アドバイザリーボード」を４分野で設
置しています。本会議では、平成28年度のアドバイザ
リーボード（果樹分野と畜産分野）、コミュニケーター
が収集した現場ニーズとその対応方法、平成29年度ア
ドバイザリーボード（野菜分野と水田作分野）の計画
などが説明されました。

4 平成29年度近畿中国四国農業試験研究推進会議本会議
を開催しました

の蘆田部長から黒大豆での簡易土壌水分計を用いた安
定生産技術、和歌山県果樹試験場の鯨部長からメッシュ
気温データのミカン産地での活用事例、農業環境変動
研究センターの大野上級研究員から気象データを１㎞
メッシュ図で提供できる農業気象データシステムにつ
いて報告がありました。

また、当センターからは長田グループ長が水稲におけ
る高温障害対策技術としての栽培管理のポイント、黒瀬
グループ長が小麦赤かび病の適期防除のための開花予測
システム、松森グループ長が牧草地などでの技術導入に
伴う温室効果ガス排出量の変化について紹介しました。

平成29年９月20日（水)、京都テルサにおいて、気
候変動に適応するための開発技術を紹介し、関係者の
間で意見・情報交換を行う地域マッチングフォーラム
を開催しました。フォーラムでは、生産者、農業団体、
行政・普及機関、民間企業、研究機関をはじめ120名
の参加がありました。

第１部として、環境省近畿地方環境事務所の川﨑課
長から気象観測値からみた地球温暖化の現状と対策に
関する基調講演があり、その後、気候変動に適応する
ために開発された技術の紹介を行いました。

開発技術の紹介では、京都府農林水産技術センター

5 平成29年度近畿地域マッチングフォーラム
「気候変動に適応するための農業技術」を開催しました
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んでした。今年はオタマジャクシの人工ふ化が不調で
放流が出来ませんでしたが、昨年から生息している雌
雄のダルマガエルがいても増殖を目指すことが困難で
あることを痛感しました。そこで原因の一つと考えら
れるオタマジャクシの天敵のザリガニを多数捕獲し処
分しました。 

当研究センターの圃場で、少しでも生息域が広がり、
ダルマガエルの種の保存に貢献できれば喜ばしいこと
です。　　

　（企画部産学連携室）

平成29年10月18日（水）にナゴヤダルマガエル（以
下、ダルマガエル）の捕獲調査に協力しました。ダル
マガエルは生息地の水田の圃場整備や鳥類による捕食
などの生息環境の悪化により減少が著しく、現在絶滅
の危機に瀕しています。

そのため広島市にある安佐動物公園ではダルマガエ
ルの増殖のため、毎年当研究センターの圃場の一角に
同公園で人工ふ化させたオタマジャクシを放流し、秋
にカエルを捕獲して生息数、生育調査などを行ってい
ます。当研究センターもこの保護活動に協力しています。

今回は、「事業所体験学習」の一環として訪れていた
近畿大学附属広島高等学校・中学校福山校の中学３年生
の生徒さん４名にも捕獲作業に協力してもらいました。

生徒さんはまず、ダルマガエルの特徴、生態などの
説明を受けた後、圃場のイネや雑草を刈り取って捕獲
作業に取り掛かりました。前日までの降雨で圃場が非
常にぬかるんでいて足場が悪く、皆さん捕獲に苦戦し
ていました。

集めたダルマガエルは安佐動物公園の職員が体長、
体重、雌雄の別を調査しました。今年確認したダルマ
ガエルは雌雄合わせて９匹で、調査後圃場に戻しまし
た。体長から見て今年誕生したダルマガエルはいませ

6 ナゴヤダルマガエルの捕獲調査に協力しました

第２部では、ポスター（計17枚）と展示品によって、
各種の適応技術に関する研究成果を紹介するとともに、
研究開発担当者と参加者、参加者同士の間で時間を忘
れるほど活発な意見・情報交換が行われました。

第３部では、当センターの平岡領域長の司会のもと、
第１部の７名の講演者に京都府南丹農業改良普及セン
ターの安川副所長を加えた８名のパネリストにより、

「温暖化等への適応技術の普及・移転について」と題し、
会場と一体となって総合討論を行いました。高温障害
のメカニズム、作物の水分管理、気象データ活用など
についての論議を通し、適応技術の開発・普及にかか
わる認識を深めました。

　　　　　　　　　　　　　

（企画部産学連携室）

第３部 「総合討論」の様子

ダルマガエルの
捕獲調査

稲掛け作業
（体験学習）
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い市）、広島県立福山商業高等学校など、近隣の関係機
関からも多数の出展をいただき、一般公開を盛り上げ
てもらいました。

一般公開を、皆さんにもっと楽しんでいただけるイ
ベントにできるよう、これからもスタッフ一同がんばっ
てまいります。 

【 本所 】
本所（広島県福山市）では、平成29年9月30日（土）

に今年で34回目となる一般公開を「来て、見て、体験！
食と農のサイエンス」をテーマに開催しました。天候
にも恵まれたことにより、約1,150名の皆様にご来場
いただき、研究紹介を行うことができました。

当研究センターの拠点を含めた研究成果をパネルや
実物展示などで紹介するとともに育成品種を使った「恋
の予感」のおにぎり、「せときらら」のパン、「たちすずか」
を食べて育った和牛の焼肉など試食を交えて紹介しま
した。また、農業機械（チゼルプラウほか）の展示、
圃場見学会、農業技術相談を行いました。

来場者が参加･体験できる企画として、『実験！ DNA
を見てみよう』と題してブロッコリーからDNAを取り
出す実験を行いました。また、毎年一番人気の「さつ
まいも掘り」や「豆つかみゲーム」、「クイズスタンプ
ラリー」、「水田と瀬戸内海の生物観察コーナー」など
を行い、子供から大人まで楽しんでいただきました。

ミニ講演会では、「アサリご飯の未来とは？」、「ご飯
だけじゃない！イネのいろいろ」、「ブドウの害虫につ
いて」、「野生動物による農業被害～なんで被害が増え
たのか？」の４テーマの講演を行いました。どの講演
も熱心に聞いていただき、講演後は活発な質疑応答が
行われました。

中国四国農政局、瀬戸内海区水産研究所、種苗管理
センター西日本農場、果樹茶業研究部門ブドウ・カキ
研究領域、JA福山市（川口ふれあい市・大津野ふれあ

7 西日本農業研究センター一般公開を開催しました

  【 四国研究拠点 】
四国研究拠点（香川県善通寺市）では、今年で23 

回目となる一般公開を平成29年10月28日（土）に開
催し、ご来場の皆様に、当研究センターが進めている
研究の成果を紹介するとともに、実験・体験、ゲーム・
クイズなどで、約400名の参加者の方に秋の一日を楽
しんでいただきました。

研究紹介では、『新しい農業のタネあります』をテー
マにした屋内会場で、大豆と大麦の育成品種を試食を
交えて紹介するとともに、農産物の健康機能性、高品
質カンキツの安定生産技術、低コスト・省エネ園芸技術、
園芸環境工学技術、中山間地の風況推定技術および西

日本農研本所・綾部研究拠点・大田研究拠点の研究を、
パネルや実物・模型展示、動画などにより紹介しました。
中でも、低コスト・省エネ園芸技術では、日本型日光
温室などの開発したハウスを見学するツアーを開催し、
高断熱被覆資材や簡易設置型パッドアンドファンなど
のハウス内環境制御技術を紹介しました。また、カン
キツの安定生産技術では、栽培法や品種の異なるミカ
ンの味を糖度計で測定して食べ比べていただきました。

『農作業を助けるおもしろい機械たち』をテーマにした
屋外会場では、作業道造成機のほか傾斜地などの農作
業省力化機械を展示して紹介しました。さらに、香川

農業機械の展示

DNA 抽出実
験の体験

さつまいも掘り
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食と農のサイエンス」をテーマに開催しました。天候
にも恵まれたことにより、約1,150名の皆様にご来場
いただき、研究紹介を行うことができました。
当研究センターの拠点を含めた研究成果をパネルや
実物展示などで紹介するとともに育成品種を使った「恋
の予感」のおにぎり、「せときらら」のパン、「たちすずか」
を食べて育った和牛の焼肉など試食を交えて紹介しま
した。また、農業機械（チゼルプラウほか）の展示、
圃場見学会、農業技術相談を行いました。
来場者が参加･体験できる企画として、『実験！DNA
を見てみよう』と題してブロッコリーからDNAを取り
出す実験を行いました。また、毎年一番人気の「さつ
まいも掘り」や「豆つかみゲーム」、「クイズスタンプ
ラリー」、「水田と瀬戸内海の生物観察コーナー」など
を行い、子供から大人まで楽しんでいただきました。
ミニ講演会では、「アサリご飯の未来とは？」、「ご飯
だけじゃない！イネのいろいろ」、「ブドウの害虫につ
いて」、「野生動物による農業被害～なんで被害が増え
たのか？」の４テーマの講演を行いました。どの講演
も熱心に聞いていただき、講演後は活発な質疑応答が
行われました。
中国四国農政局、瀬戸内海区水産研究所、種苗管理
センター西日本農場、果樹茶業研究部門ブドウ・カキ
研究領域、JA福山市（川口ふれあい市・大津野ふれあ

7 西日本農業研究センター一般公開を開催しました

  【 四国研究拠点 】
四国研究拠点（香川県善通寺市）では、今年で23 
回目となる一般公開を平成29年10月28日（土）に開
催し、ご来場の皆様に、当研究センターが進めている
研究の成果を紹介するとともに、実験・体験、ゲーム・
クイズなどで、約400名の参加者の方に秋の一日を楽
しんでいただきました。
研究紹介では、『新しい農業のタネあります』をテー
マにした屋内会場で、大豆と大麦の育成品種を試食を
交えて紹介するとともに、農産物の健康機能性、高品
質カンキツの安定生産技術、低コスト・省エネ園芸技術、
園芸環境工学技術、中山間地の風況推定技術および西

日本農研本所・綾部研究拠点・大田研究拠点の研究を、
パネルや実物・模型展示、動画などにより紹介しました。
中でも、低コスト・省エネ園芸技術では、日本型日光
温室などの開発したハウスを見学するツアーを開催し、
高断熱被覆資材や簡易設置型パッドアンドファンなど
のハウス内環境制御技術を紹介しました。また、カン
キツの安定生産技術では、栽培法や品種の異なるミカ
ンの味を糖度計で測定して食べ比べていただきました。
『農作業を助けるおもしろい機械たち』をテーマにした
屋外会場では、作業道造成機のほか傾斜地などの農作
業省力化機械を展示して紹介しました。さらに、香川

県農業試験場から野菜用半自動移植機、トンネル支柱
打込み機など、株式会社ニッカリから農業用アシスト
スーツ、香川県中讃農業改良普及センターから県内農
業関連資料などを出展していただきました。
実験・体験コーナーでは「人工オレンジジュースを

作って果汁100％ジュースとの差を体験してみよう」、
「身近なものでおよその雨量・水位・流速を測り、機器
で測った値と較べてみよう」、そして、ゲーム・クイズ
コーナーでは「豆つかみゲーム」、「麦50ｇピッタリ当
てよう」、「農業○×クイズ」を行いました。
一般公開は、研究成果の内容を広く地域の皆様に紹

介し、農業試験研究に対する一層のご理解とご協力を
頂くとともに、開発した技術の普及と地域農業への貢
献を図ることを目的に毎年開催しています。
今年は終日雨が降ってしまいましたが、会場の随所

で、担当者に熱心に質問する来場者の姿が見られ、来
場アンケートには、「わかりやすく説明され、感謝」、「楽
しかった、また来たい」、「農業にあまり興味がなかっ
たが、とても魅力を感じた」などの感想が多数寄せら
れました。

【 大田研究拠点 】
 平成29年10月28日（土）に大田研究拠点（島根県大
田市）で、一般公開を開催しました。
各グループからの研究成果・研究活動のポスター紹

介や野生動物についての研究者のお話、ドローンの実
演飛行の他、農業機械・研究機器の展示、牛肉試食コー
ナー、即売コーナー、スタンプラリーなど、各コーナー

で楽しんでいただきました。
特に、牛肉の試食、ドローンの実演や研究者のお話
は来場者の関心を集め、大盛況でした。
当日は小雨が降ってくるというあいにくの天気でし
たが、２年に一度の開催ということもあり、約300名
のたくさんの方に来ていただきました。 

農業機械の展示

DNA抽出実
験の体験

さつまいも掘り

研究紹介　屋内会場

開発ハウス見学ツアー
左：日本型日光温室　外観（上）と内部（下）
右：建設足場資材利用ハウス　外観（上）と内部（下）

ドローンから
撮影した様子

研究者のお話

ト ピ ク スッ

 平成29年10月28日（土）に大田研究拠点（島根県大
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平成 29年 8月21日
～平成 29年 8月25日
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～平成 29年 9月1日

平成 29年 9月4日
～平成 29年 9月15日

平成 29年 9月11日
～平成 29年 9月15日
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～平成 29年 9月15日
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1
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1
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生産環境研究領域

作物開発利用研究領域　
畑作物育種グループ

作物開発利用研究領域
畑作物育種グループ
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傾斜地野菜生産グループ

畜産・鳥獣害研究領域
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東北・北陸地域に適する
タマネギの春まき夏どり作型

◉ 受賞
氏名 所属 名称 受賞年月日

平成29年9月22日
NARO 
RESEARCH 
PRIZE 2017

営農生産体系研究領域
転換畑多收栽培グループ片山勝之

受賞課題

特許など

Ｐ第１０７６１号－１

Ｐ第１０７６２号－１

◉ 著作権（プログラムの著作物及びデータベースの著作物）
名称 作成者 登録番号

奥野林太郎

高橋英博、橘 雅明

Microsoft Excel用
圃場色分け表示マクロプログラム

PMS連携版
乾田直播雑草防除支援プログラム

登録年月日

平成29年8月30日

平成29年8月30日

派遣元機関

米子工業
高等専門学校

新居浜工業
高等専門学校

徳島大学

鳥取大学

高知大学

新居浜工業
高等専門学校

日本獣医生命科学
大学




